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【衝撃事件の核⼼】ずさんな業者と市教委の実態…
⼤阪・泉南男児プール死
2011.9.10 12:00

 ⼤阪府泉南市の市⽴砂川⼩のプールで7⽉31⽇、⼩学1年の保苅築君（7）が溺れて死亡した。

夏休みに⼀般開放されていたプールで起こった事故。監視員の不⾜など安全管理を委託された業

者のずさんな態勢が浮き彫りになるとともに、泉南市教委の監督業務にも不備があったことが明

らかになった。記者会⾒や市議会の場で両者の説明は繰り返されたが、責任感の乏しい安全管理

だったことを裏付けるかのように、その⾔葉は⼆転三転していた。

中断した記者会⾒

 「社⻑を呼んで、仕切り直してくださいよ!」

 事故発⽣から3⽇後、8⽉3⽇に市役所庁舎内で開かれた市教委の記者会⾒は、冒頭から混乱し

た。

 それまでの市教委の説明では、事故当初、砂川⼩の⼤⼩2つあるプールのうち、事故当⽇は⼤

プールに監視員2⼈がついていたが、発⾒時に1⼈が持ち場を離れたという内容だった。だが、こ

の記者会⾒では、まったく⾷い違う説明が⾶び出したからだ。

 「⼤プールの監視員は1⼈で、その1⼈が管理室に戻っていた。そのため、監視員は不在だっ

た」。プールの安全管理の委託を受けていたビル管理会社「ダイショウコーポレーション」（泉

南市）の社⻑から、こうした訂正が⼊ったためだった。

 記者会⾒は中断され、社⻑に直接説明を求めるため、市教委が連絡を取ることになった。約1

時間後、社⻑が記者会⾒に出席して再開。市教委の確認を受け、現場責任者に改めて状況を確認

したところ説明が変わったという。社⻑は「監視員の配置が会社の指⽰した内容と違ったため、

詳しい説明をためらったようだ。（責任者は）うそを⾔うつもりはなかったようだ」と釈明し

た。

不⾜していた監視員

 築君が溺れた⼤プールは⻑さ25メートル、幅13メートル、底⾯は真ん中に向け傾斜がつき⽔

深は1・1〜1・3メートルあった。いわゆる学校に広く普及する「25メートルプール」だ。事故

当⽇は10分間の休憩が終わり、午後1時55分に遊泳時間が再開してすぐ、⼦供と⼀緒に泳ぎに来

ていた男性会社員（34）が、底に沈んでいた築君を発⾒した。

 「こんな⻑い時間、潜っていて⼤丈夫か」。男性が、あまりに⻑い潜⽔時間に⼼配になり、築

君を引き上げたという。
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 このとき、いち早く異変に気づくべき監視員が不在だった。休憩が終わり再開直後、ロッカー

の鍵のゴムバンドが切れたと⼦供から⼿渡され、修理のため管理室に戻っていたという。

 そもそも、泉南市のプールの⼀般開放は監視員不⾜が常態化したまま運営されていた。事故

後、市教委の調査で今年7⽉21〜31⽇、延べ37回あった⼀般開放で監視員の⼈数がそろってい

たのは、わずか5回のみだったことが判明。32回も監視員が不⾜していた。

 泉南市のマニュアルでは、事故があった砂川⼩のプールには8⼈の監視員を配置し、⼤プール

については4⼈が⾒て回ることになっていた。

 だが、事故当⽇の監視員は6⼈。業者はアルバイトを集められず、7⼈で運営しようとしたが、

当⽇になって⽋勤が⽣じ、結局2⼈も⾜りない状態になっていたという。

 社⻑は「委託料ではアルバイト料が払えず、⼈が集められなかった」と説明。「市教委の担当

者に相談したが、『頑張れ』と⾔われるだけでストップもかからなかった」としている。

 だが、別の⾃治体で、プールの安全管理業務を請け負う業者はこう憤る。

 「プールの安全管理では、監視員を⼗分に配置するのは当たり前だ。考えられない事故だ」

“任せっぱなし”の安全管理

 監視員の不⾜について、市教委は「監視員の⼈数は契約に決められた内容なので、業者が守っ

ていると思っていた」と話した。しかし、業者の社⻑が、監視員不⾜を担当者に相談していたこ

とが判明すると、市教委は「業者は実際に⼊札に応じ、落札している。⺠間業者の交渉のテクニ

ックと思っていた」などと弁解し、責任を回避するような説明を繰り返した。

 市教委では、職員が⼀般開放しているプールを巡回していたが、そのチェック項⽬には、監視

員の数はなかった。

 8⽉5⽇の市議会全員協議会では、市議たちがこの問題を追及。市側は「警察からは捜査を⾒守

るように⾔われており、発⾔を差し控えたい」という答弁を繰り返した。その2⽇前に、⼤阪府

警が業務上過失致死の疑いで市教委を家宅捜索し、関係書類を押収していたこともあるだろう

が、市教委がプール管理にかかわる詳細をしっかり把握していないケースも多かった。ある市議

は「こうした態度が、業者に任せっぱなしでずさんな安全管理を続けてきた証しではないのか」

とあきれていた。

 市教委は当初、今年実施したプールの⼀般開放の回数を「27回」と発表。だが、報道陣から指

摘を受け「37回」に訂正した。業者が説明した数字をうのみにし、確認を怠っていたからだとい

う。

 さらに、市教委側が作成していた砂川⼩での監視員の配置位置を記した図では、監視員2⼈は

監視台を使⽤するように⽰していた。だが、実際には、砂川⼩のプールでは監視台は使⽤してい

なかったという。

 これについて市教委は「現場で何かあったときに監視台の上にいると、迅速に対応できないた

め、そういう運⽤になった」としているが、監視台を使⽤しなくなった時期や経緯については明

らかにしていない。

 ある市議は「委託業務は指名競争⼊札なのに、同じ業者が10年も委託を受けていた。プールの



������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

© 2012 Microsoft

⼀般開放を漫然とやっていたと思えてしまう」と厳しい⽬を向ける。別の市議は「業者がやって

いることを放置したばかりに、厳しい追及ができないのではないか」と批判した。

ソフト⾯の対策を

 事故が起きたのは7⽉31⽇だったが、5年前の7⽉31⽇には、埼⽟県ふじみ野市で⼩学2年の⼥

児がプールの吸⽔⼝に吸い込まれて亡くなった。それだけに、プールの安全管理を進めてきた専

⾨家らにとっても、泉南市のプール事故は衝撃だった。

 ふじみ野市の死亡事故を受けて組織された「⽇本プール安全管理振興協会」（横浜市）の北條

⿓治理事⻑は「施設⾯だけでなく、監視員などソフト⾯での安全意識の向上が必要だ」と訴え

る。

 ⽂部科学省と国⼟交通省は平成19年3⽉、「プールの安全標準指針」を作成。だが、北條理事

⻑は「ふじみ野市の事故原因が吸⽔⼝だっただけに、施設管理⾯の対策に重点が置かれたが、壊

れたふたを放置したというヒューマンエラーの側⾯も強かった。これからは、もっとヒューマン

エラーを防いでいく対策をとるべきだ」と話した。

 泉南市の事故について、⼤阪府警は業務上過失致死の疑いで捜査を続けている。

 プールでの遊泳を安全で楽しいものにするためにも、事故原因の解明とともに、徹底した再発

防⽌策が求められている。

© 2012 The Sankei Shimbun & Sankei Digital


